


























































・ 一 一 一 ・ 四 ）
恒治「紀伊国阿弓一川庄の研究」
・ 二 十 四 号 ）
恒治「備後国太田庄の研究」

























































日 一 府目 一 義



















































































































力が侵入していくことには変りがなかった。〉私の拾った地頭請の文書は語文の外は殆んど相論の訴状・陳状・裁許状等が多い。けれどもこうした係争の中に庄園ヘ喰い込んで行く地頭請所の力の強さを見ることができ、それに対する領家側の訴状は、その昼食を喰い止めようとする足掻きであるともみることができよう。然しその勢いは止むことなく、荘園制を変質せしめている。殊に雑掌や預所との和与相論が多いのは、安田元久氏 云われる在地付加、壬層の進展（ 退 出 世 経 一
i
一）というよりも、坤頭詰所に対抗する所の非御家人層の動きとして担えたい。之が地頭詰よりも、もっ






















































































































たものか）の未進抑留莫大なものあるを認め、今後は番頭百姓等 沙汰として年拾餅を買納すると うのである。之は公文所の不信が自己にか をおそれ、叉領、王より押つけられた形とし 、 頭百姓

























































































































































































































































































































































































之も前掲の作人職と同様である。この場合請人を立て いるのは、円真に余裕あるを示しているものであろう。叉名主の得分を請けているものとして、誇申淳和院領内東寺御領八条大宮田名主御得分事右名主御得分於壱貫弐百文者毎 十月中必可致其沙汰候此外本所 公事悉自百姓方直可致沙汰候若未進協怠一等不忠
（ 所 カ 〉



























































ことのできる程の余裕のある百姓であること 示されている。下作職としてはかなり、重さがあ のではなかろうか。百姓職作人職と区別のつかない所ま いっているようである。
かく農民の最下部と観られる下作人層まで職という権利と請くることによる余裕を与えられたということは、荘園制

















































































































































































































































































る迄の導入 素地は、今まで見 来たような下部組織の究明 見られねばならぬ舎である。共の意味で、請所制度は、荘園変質過程に於て複雑にし 且つ重要 歴史的契機と意義を有つものであることを認めねばならぬ。
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